
・地域づくり計画を反映させた総合計画の策定

【達成年度】

全体 №１０
個別 003-01

平成２６年度［ 総 合 政 策 部 ］ 組織目標

課　名 政 策 企 画 課

№
総 合 計 画

の 区 分

施策の大綱 快適な暮らしを支える生活基盤の整った人とまち

施 策 市民協働によるまちづくりの推進

項 目 　市民協働による第２次対馬市総合計画の策定

内 容

平成２８年度開始の第２次対馬市総合計画の策定において、市民総
出による手作りの計画になるよう、また、地域の資源や宝、人材を
活用した地域間連携による新規産業化を目指し、地域マネージャー
や外部・内部支援員、地域による協働の取組みとして策定する地域
づくり計画を最大限反映させた計画とします。

指 標
（数値目標）

【 今 年 度 】

○第１次総合計画の検証・評価
○各小学校区または行政区単位での地域づくり計画の策定
○庁舎内各種計画と総合計画との整合性等取りまとめ

達 成 時 期 平成２８年３月

10月 11月 12月 １月

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

取り組み ４月 ５月 ６月 ７月 ２月 ３月

第１次総合計画
の検証・評価

８月 ９月

地域づくり計画
の策定

地域づくり計画
の反映

庁舎内既存計画
との連動
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№
総 合 計 画

の 区 分

全体 №１１
個別 003-02

施策の大綱

課　名 政 策 企 画 課

平成２６年度［ 総 合 政 策 部 ］ 組織目標

創造的な産業と次世代の担い手を育む人とまち

施 策 地場産業の振興と観光の連携

項 目 水ビジネス事業の推進

内 容

一般県道瀬浦厳原港線の「内山坂トンネル」における湧水について、
新たな資源と認識し、昨年、一昨年の調査結果を基に、新規事業化に
向けた取組みとして、事業実施主体の選定に向けた関連企業へのアプ
ローチを行います。

指 標
（数値目標）

達 成 時 期 平成２８年３月

ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル

取り組み ４月 ５月 ６月 ８月 ９月 10月 11月 12月

【 今 年 度 】

湧水の成分、湧出量等の調査結果を基に、施設規模毎の事業コスト調
査や新規事業化に向けた関連企業への訪問を加速させます。

・実施主体の決定

【達 成年 度】

１月 ２月 ３月７月

循環ＰＴの開催 ○ ○ ○ ○

関連企業への訪
問、説明
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・同　　上

【達 成年 度】

全体 №１２
個別 003-03

平成２６年度［ 総 合 政 策 部 ］ 組織目標

課　名 市民協働・自然共生課

№
総 合 計 画

の 区 分

施策の大綱 快適な暮らしを支える生活基盤の整った人とまち

施 策 市民協働によるまちづくりの推進

項 目 地域マネージャー制度事業による地域づくり計画の策定

内 容

　市民と集落支援員、地域マネージャーの連携による集落点検、ワーク
ショップなどを通じて、市民主導の地域づくり計画の作成を全ての地区も
しくは校区において作成できるように地域マネージャーや集落支援員を対
象にした研修会を開催します。

指 標
（数値目標）

【 今 年 度 】
・合同研修会を年３回開催します。
・校区会議を年1回開催します。

１月 ２月 ３月

達 成 時 期 平成２７年３月

ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル

取り組み ４月 ５月 ６月

○

校区会議 ○

10月 11月 12月７月 ８月 ９月

地域づくり計画
作成の推進

合同研修会 ○ ○
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・観光案内・誘導板を島内全域に３３基設置予定

・２９２基（設置、改修）予定。

【達 成年 度】

全体 №１３
個別 003-04

平成２６年度［ 総 合 政 策 部 ］ 組織目標

課　名 観 光 交 流 商 工 課

№
総 合 計 画

の 区 分

施策の大綱 固有の歴史文化を発信し、交流の活発な人とまち

施 策 独自の地域資源を活かした交流人口の拡大

項 目 魅力ある観光情報システムづくりを目指します。

内 容

　昨年度までにスマートフォン用アプリの制作、公衆無線ＬＡＮサービス
環境構築、観光ガイドブック及びＰＲポスターのリニューアルなどアナロ
グ・デジタルの両面から観光情報システムの構築を実施して来ました。こ
れら多くの情報はあるものの、それでも年配の方々にはもっとアナログで
の情報が必要との声もある中、本年度から観光案内・誘導板の設置をメイ
ンに実施していきます。、

指 標
（数値目標）

【 今 年 度 】

達 成 時 期 平成３０年３月

12月 １月

ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル

取り組み ４月 ５月 ６月 ７月 ２月 ３月

観光案内・誘導
板補助金承認ヒ
アリング

観光案内・誘導
板設計

観光案内・誘導
板事業入札

観光案内・誘導
板設置

８月 ９月 10月 11月
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商店街活性化の研修会等の開催 年３回
商工業活性化の協議 年３回
対馬市商店街にぎわい創出支援事業補助金
対馬市農商工連携支援事業補助金
対馬市小規模企業融資補助金

・同　　上　

全体 №１４
個別 003-05

平成２６年度［ 総 合 政 策 部 ］ 組織目標

課　名 観 光 交 流 商 工 課

№
総 合 計 画

の 区 分

施策の大綱 創造的な産業と次世代の担い手を育む人とまち

施 策 商業集積と高度化・魅力向上

項 目 商業地域を中心としたにぎわいづくりをします。

内 容

　市内商店街は、人口の減少や過疎高齢化などによりに以前の活気が失わ
れ、にぎわいが低迷し続けています。しかし、昨年度から実施された「し
まとく通貨」は順調に売り上げを伸ばしており、今後もますます消費の拡
大が期待されています。また、年々増加している韓国人観光客など商店街
のにぎわいづくりには絶好の好機となっています。この状況を活かすた
め、各事業者向けの研修会等を実施し知識や意識の啓発を行うとともに、
商工業支援事業により資金面の下支えをして行きます。

指 標
（数値目標）

【 今 年 度 】

【達 成年 度】

達 成 時 期 平成２７年３月

12月 １月

ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル

取り組み ４月 ５月 ６月 ７月

小規模企業融資
補助金

２月 ３月

商店街活性化の
研修会等の開催

商工業活性化協
議

商店街にぎわい
創出支援事業補
助金

対馬市農商工連
携支援事業補助
金

８月 ９月 10月 11月
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・ ①～③の対馬３大イベントをはじめとする国際交流イベントの開催支援
を行い、国内外の交流人口の拡大を図ります。特に、対馬厳原港まつり
は５０周年を記念の祭りであることをアピールしていきます。
① 対馬厳原港祭り
② 国境マラソンIN対馬
③ ちんぐ音楽祭

・ 韓国でのフェリー事故の影響が懸念されますが、通年による国際交流
事業の支援活動を実施し、韓国をはじめとする東アジアからの観光客
の増加を図ります。

・国境マラソンIN対馬 参加者数 　　１，４００人
・厳原港まつり 観客数 　３１，０００人
・対馬ちんぐ音楽祭 観客数 　　　　５００人
・韓国人観光客数 １９０，０００人

・同　　上　

○

○

○

【達 成年 度】

全体 №１５
個別 003-06

平成２６年度［ 総 合 政 策 部 ］ 組織目標

課　名 観 光 交 流 商 工 課

№
総 合 計 画

の 区 分

施策の大綱 固有の歴史文化を発信し、交流の活発な人とまち

施 策 韓国をはじめとする東アジア都市との国際交流の促進

項 目 国際交流イベントをはじめとした、交流人口の拡大

内 容

指 標
（数値目標）

【 今 年 度 】

達 成 時 期 平成２７年３月

ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル

１月 ２月取り組み ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ３月

国境マラソンIN
対馬

対馬厳原港まつ
り

対馬ちんぐ音楽
祭

国際交流事業支
援

９月 10月 11月 12月

実行委員会再編

内容検討
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・同　　上　

全体 №１６
個別 003-07

平成２６年度［ 総 合 政 策 部 ］ 組織目標

・各種物産展の企画・出展・斡旋　　１０回以上
・海山交流イベント　　　　　　　　　５回

課　名 観 光 交 流 商 工 課

№
総 合 計 画

の 区 分

施策の大綱 創造的な産業と次世代の担い手を育む人とまち

施 策 地場産業の振興と観光との連携

７月 ８月

項 目 地場産品の更なる消費拡大に取り組みます。

内 容

　物産展等の継続開催や出展により、対馬の認知度向上と特産品Ｐ
Ｒ・販路開拓を図ります。
　福岡事務所や対馬観光物産協会と連携し、認知度向上による「つし
まヂカラ」戦略プランに基づき、特産品のＰＲと販路開拓及び対馬産
品取り扱い店舗拡大に取り組みます。
　昨年オープンした「よりあい処つしま」を活用し、定期的な対馬
フェアを開催することで、ＰＲ・集客・誘客はもちろん、対馬特産品
取扱店舗の開拓を行います。
　商品づくりの専門家による勉強会や指導・相談会の開催、バイヤー
との商談会を開催し、消費者ニーズに応じた商品づくりや販路開拓を
図ります。
「海山交流」を行っている地域と、物産・人・情報交流事業等に取り

指 標
（数値目標）

【 今 年 度 】
・九州管内での物産展等の開催　　　　５回以上

１月 ２月

【達 成年 度】

達 成 時 期 平成２７年３月

ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル

４月 ５月 ６月 ３月

物産展

特産品ＰＲ

対馬産品取扱店
舗開拓

商品づくり勉強
会・バイヤー商
談会

海山交流事業

９月 10月 11月 12月
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・ ホテル誘致にかかる企業等への営業　　１社以上
・簡易宿泊施設・キャンプ施設の整備計画の策定　　１施設以上

・同　　上　

全体 №１７
個別 003-08

平成２６年度［ 総 合 政 策 部 ］ 組織目標

課　名 観 光 交 流 商 工 課

№
総 合 計 画

の 区 分

施策の大綱 創造的な産業と次世代の担い手を育む人とまち

施 策 Ｕ・Ｉターン等定住化対策の促進

項 目 重点誘致対象分野を絞った企業誘致

内 容

　地域経済の活性化や若者の島内定住、雇用創出などを促進するため、
対馬の自然（海、山、里）が生み出す資源、素材を活用した」「農林水
産業関連の企業」をはじめ「情報通信関連企業」「旅館業等観光関連産
業」を誘致企業の重点対象分野にしています。その中でも昨年度に引き
続き、韓国からの観光客の増加に伴い、宿泊施設等の誘致に取り組みま
す。

指 標
（数値目標）

【 今 年 度 】

【達 成年 度】

達 成 時 期 平成２７年３月

12月 １月

ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル

取り組み ４月 ５月 ６月 ７月 ２月 ３月

庁舎内協議・情
報収集

地元調整・旅行
客調査

誘致活動（企業
訪問）

宿泊施設整備・
誘致計画の策定

８月 ９月 10月 11月

旅館業等観光関連産業を基軸に誘致活

ホテル・簡易宿泊所・キャンプ場
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長崎県内のしま市町で共通に利用できる２０％のプレミアム付商品券
島外からの観光客・ビジネス客を対象に市町の加盟店で利用できる「
しまとく通貨」を販売し、誘客及び消費の拡大を図ります。

・しまとく通貨のPR　市報への掲載　　１回
・消費の拡大を目的に「しま得通貨マップ」の」作成

・同　　上

全体 №１８
個別 003-09

平成２６年度［ 総 合 政 策 部 ］ 組織目標

課　名 観 光 交 流 商 工 課

№
総 合 計 画

の 区 分

施策の大綱 固有の歴史文化を発信し、交流の活発な人とまち

施 策 独自の地域資源を活かした交流人口の拡大

項 目 しまとく通貨のPR及び加盟店への勧誘

内 容

指 標
（数値目標）

【 今 年 度 】

【達 成年 度】

達 成 時 期 平成２７年３月

ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル

１月 ２月取り組み ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ３月

しまとく通貨PR

しまとく通貨
マップの作成

販売体制の強化

９月 10月 11月 12月
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全体 №１９
個別 003-10

平成２６年度［ 総 合 政 策 部 ］ 組織目標

・つしまドンナ５０名認定。
・ブログ更新とアクセス数のアップ。

課　名 福 岡 事 務 所

福岡における対馬市の認知度向上及び物産の消費拡大を図ります。

地場産業の振興と観光との連携
№

総 合 計 画

の 区 分

施策の大綱 創造的な産業と次世代の担い手を育む人とまち

施 策

10月 11月 12月

項 目

内 容

　福岡を中心とする大都市圏の口コミ情報発信力が強い女性をターゲット
に「つしまドンナ」の認定を行います。
　福岡の女性が特に興味を持っている「食」「旅」「美」などのエッセン
スを情報提供・発信することで、口コミによりコアな対馬ファンを獲得
し、認知度アップに繋げます。
　また、対馬の「！（おっ）」をブログで発信し、対馬市の認知度を向上
を図ります。

指 標
（数値目標）

【 今 年 度 】

・つしまドンナ ・ブログアクセス数

【達 成年 度】

　平成29年度　240名 　平成27年度　12,000

達 成 時 期 平成３０年３月

ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル

取り組み ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

評価・反省 〇

ブログ更新
アクセス数アップ

１月 ２月 ３月

つしまドンナ会議

つしまドンナ
募集・認定

つしまドンナ
対馬視察 〇

会議を５回開催
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１ 対馬歴史街道博物館(仮称)施設の整備推進

２ 朝鮮通信使関連遺産のユネスコ世界記憶遺産登録へ向けた
活動支援

１ 博物館建設について、その計画推進
(1) 完成へのスケジュール調整
(2) 博物館建設に関する市関係部局調整会議(年4回)
(3) 建設に係る県との調整協議(年12回)
(4) 博物館建設に係る整備等文化庁協議(年2回)
(5) 設計業務へ向けた準備事務

２ 世界記憶遺産登録活動支援
(1) 関係会議への参加
(2) 支援助言(随時)

【 達 成 年 度 】
１ 対馬歴史街道博物館(仮称)の完成 平成３０年度

２ 朝鮮通信使関連遺産のユネスコ世界記憶遺産登録 平成２７年度

・推進室設置

全体 №２０
個別 003-11

平成２６年度［ 総 合 政 策 部 ］ 組織目標

課　名 観 光 交 流 商 工 課
歴史 のま ちづ くり ・世 界遺 産登 録推 進室

№
総 合 計 画

の 区 分

施 策の 大綱 固有の歴史文化を発信し、交流の活発な人とまち

施 策 韓国をはじめとする東アジア都市との国際交流の促進

項 目 国境を越えた文化交流の充実／文化財の活用・保護

内 容

達 成 時 期 平成３１年３月

ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル

取り組み 11月 12月 １月 ２月 ３月４月 ５月 ６月 ７月 ８月

新博物館の整備推進

ユネスコ世界記憶
遺産登録活動支援

10月９月
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